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１．研究の背景と目的 

近年、農村地域を中心に、集落よりも広い範囲で地域の課題解決や活性化に取り組む地域運営組織を設立する

動きが国内各地で見られる。地域運営組織は多様化・広域化する地域課題に対応する新しい地域づくりの仕組み

として期待されている。また同時に従来までの自治会等と異なり、世帯ではなく個人単位での参加が求められる

点が特徴的である。しかし、農村地域における地域づくり活動へは一般的に女性・若年層の参加が困難であるこ

とが指摘されている。そこで本研究では実際の地域運営組織を事例に、女性・若年層の参加・不参加に影響を与

える要因を明らかにすることを目的とし、さらに研究結果を元に組織運営への提言を行うことを目指した。 

 

２．研究方法 

本研究では島根県内の3つの中山間地域（安来市上山佐地区、大田市北三瓶地区、川本町三原地区）を対象と

した。始めに3地区の地域運営組織の活動の展開および、その中で女性・若年層の参加がどのように実現したか

について、県職員、組織の事務局、組織に参加している地区住民へのヒアリング調査の結果を元に考察した。さ

らに調査対象地のひとつである上山佐地区の住民を対象としたアンケート調査を行い、ヒアリング調査で示唆さ

れた女性・若年層の参加に影響を与える要因について、定量的な分析を加えた。 

 

３．結果と考察 

(1)事例分析 

 3地区の地域運営組織について調査した結果、対象事例において次の 3点が住民の参加状況に影響しているこ

とが明らかになった。また、事務局を務める公民館等が果たす役割の重要性についても示唆された。 

 ・個別の参加呼びかけ：広報紙や掲示板等での募集よりも個人に対して直接参加を促すことが有効である。 

 ・地域の社会特性：特に若年層の地域活動への参加を承認、後押しする態度の有無が影響している。 

 ・活動テーマ：特に女性は農業関連の活動グループへの参加が少ないことが確認された。 

(2)アンケート調査 

アンケート調査の結果より、女性・若年層ともに個別の呼びかけによって参加を促されることが確認された。

加えて、女性は友人から、若年層は家族からの誘いで参加に至るケースが多いことも明らかとなった。また、活

動テーマに関しては、女性は生活・福祉への関心が高いこと、反対に農業分野への関心が低いことから、生活に

密着した活動への参加を求める傾向にあることがわかった。さらにアンケートで新たに追加した調査項目により、

若年層は組織の活動内容や活動目的といった情報を入手することが困難な状況にあること、女性が組織の活動に

参加することができないのは活動時間が影響していることが示唆された。 

 

４．結論 

本研究では対象事例における組織の活動展開および組織の構成員の変化をたどることで以下の通り女性・若年

層の参加に影響を与える複数の要因を明らかにした。 

・女性の参加に影響を与える要因：声かけ（特に友人から）、活動テーマ、活動時間 

・若年層の参加に影響を与える要因：声かけ（特に家族から）、組織に関する情報の認知 

以上より、女性の参加を促す方法として地域の女性が参加しやすい時間帯に協議の場を設けること、若年層の参

加を促す方法として家族を通じた組織に関する詳細な情報の提供等を提案する。 


